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神経再生による視覚の回復
（緑内障や失明などから）

１）アデノ随伴ウィルス(AAV)による遺伝子治療
２）Optogenetics (光刺激)による細胞活動の制御
３）透明化組織による3Dイメージ解析
４）マウスの視機能測定による治療効果の判定
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